
殺

レ

較

聞

里

人

知
レ

為

撃
レ

較

較

或

処

与と

レ
之見

倶 t

メ′t
不又

レ 
シ

虎

周 :

処 i

年

右弯

時

兇 i

強 ;

侠ヱ

Z=‐
メヽニ

劇 |;  中

説

処

殺

虎

又

入

水

経

二

三

日

三

夜

・。

郷

里

皆

謂

一

己

死

・

更

寛
:

【　　　　　　】　　　　市出円

改

意
。
　

乃

　

往

一

聞

死

不
‐,フ

彰

`
は

タ ニ

ラ5(

欲

自
ラ

尋

陸

邪

ご

処

遂

改

励

、
終

為

ふ

忠

臣

孝

子
・。

＊
　
周
処
…
人
名
。
三
世
紀
の
政
治
家
。
　

＊
　
兇
強
侠
気
…
力
が
強
く
、
乱
暴
な
こ
と
。
　

＊
　
義
興
…
地
名
　
＊
　
較
…
竜
の

一
種
。
想
像
上
の
動
物
。
　

＊
　
連
跡
…
う
ろ
つ
く
こ
と
。
　

＊
　

二
陸
…
陸
機
と
陸
雪
。
文
人
と
し
て
名
高
い
兄
弟
。
　

＊

平
原
…
陸
機
の
別
名
。
　

＊
　
清
河
…
陸
雪
の
別
名
。
　

＊
　
瑳
陀
…
時
期
を
逸
す
る
こ
と
。
　

＊
　
令
名
…
名
声
、
評
判
。

間

一　
　
傍
線
部
①
～
③
の
漢
字
の
本
文
中
の
読
み
を
現
代
仮
名
遣
い
で
書
け
。

間
二
　
　
傍
線
部
④
は

「郷
里
の
人
々
に
、
嫌
が
ら
れ
て
い
た
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
ｆ
そ
の
意
味
と
な
る
よ
う
に
、
返
り
点
を
ふ

れ
。

為

郷

里

所

患

間

三

傍
線
部
⑤

「三
横
」
と
は
そ
れ
ぞ
れ
何
を
指
す
か
。
本
文
中
の
言
葉
を
使

っ
て
書
け
。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問
四
　
　
本
文
中
の

【　
　
　
】
に
当
て
は
ま
る
語
を
次
の
う
ち
か
ら

一
つ
選
べ
。

ア
、
於

イ
、
実

ウ
、
而

工
、
分

オ
、
也

間
五
　
　
傍
線
部
⑤

「相
慶
」
と
あ
る
が
、
人
々
が
喜
ん
だ
理
由
は
何
か
。

間
六
　
　
傍
線
部
⑦
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

有

遺

せ
き

ノ
跡

虎
並́

　

皆

義
　
皿
（
　

人
　
謂

　

為

卜
為
一場

ム

ル

ノ

り

　

　

＊
て
ん

レ

ス

ル

モ

メ

　

　

か

い

セ

ン
ト

自

　

修

　

改

、
而
　
年
　
己

だ

タ

レ
パ

陀

ス

ル
ヲ

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

況

君

前

途

尚

可
。

終

　

無

所

成

。」
清
　
河
　
日
　
「古
　
人
　
貴
ブ

レ

デ

ビ

ニ

斬

′　
鮫

。
　

実

　

糞

¨

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い澤

唯

　

余

豊
（
　
　
一

没

行

数
　
十
　
里
。

嵯 : 平
*

原

不
レ
在

正

ζ   :暴
1

`l]|

百

姓

Ｅ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

為

郷

里

所

患
。

又

義

興

水

中

有

較

、
山

浮

　

或

且

人

患
二

志

之

不

τ

立

、

亦
　

何

　

憂

令

名

ハ
　

　

こ
ひ

ね
が

フ

イ

ハ

じ
―
―
―
―
―

三
　
横

ダ

　

　

の

こ
サ

ン

コ
ト

フ

ル
フ

相
　
慶

始

ブ

フ

人
　
情

ｐ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
‐レ

相

慶

。

レ

＊
み
づ
ち

見豪

豪L
イロ

河
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